
　一昨年、ＪＲ丸亀駅構内の喫茶店で「丸亀城の四季
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番少ない。
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は緑一色。そんななか広場に集う観光客、散歩する人
の服装に夏を感じた。
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今
月
は
、
「
塩
飽
を
歩
く
笆
」
と
し

て
、
本
島
と
牛
島
を
紹
介
し
ま
す
。
　

　
丸
亀
港
か
ら
お
よ
そ
30
分
。
瀬
戸
内

の
凪
の
海
に
浮
か
ぶ
本
島
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
天
領
塩
飽
の
中
心
と
な
る

島
で
し
た
。 

　
本
島
港
に
は
、
本
島
パ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
（
案
内
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
）

が
あ
り
、
咸
臨
丸
渡
米
１
５
０
周
年
記

念
顕
彰
碑
が
、
そ
の
歴
史
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。 

　
港
の
あ
た
り
が
「
泊
」。
そ
の
東
隣

り
が
「
甲
生
」。
泊
の
西
隣
が
「
小
阪
」。

港
か
ら
北
東
方
向
に
歩
く
と
、
江
戸
時

代
の
街
並
み
を
残
す
「
笠
島
」。
北
側

の
海
岸
を
西
方
向
に
回
る
と
、「
大
浦
」

「
福
田
」「
尻
浜
」「
生
ノ
浜
」
合
わ
せ

て
８
つ
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。 

　
人
口
お
よ
そ
５
０
０
人
、
世
帯
数
お

よ
そ
２
５
０
戸
で
す
が
、
小
・
中
学
校
、

保
育
所
、
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
学
ん
で
い
ま
す
。 

本
　
島 

牛
　
島 

　
丸
亀
港
か
ら
北
に
7.7
㎞
、
本
島
か
ら

1.5
㎞
沖
に
浮
か
ぶ
牛
島
に
は
、
里
浦
と

小
浦
の
２
つ
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
面

積
0.7
平
方
㎞
、
島
の
周
囲
は
約
４
㎞
、

世
帯
数
お
よ
そ
10
戸
で
塩
飽
諸
島
で
４

番
目
に
小
さ
い
島
で
す
。 

　
島
は
、
江
戸
時
代
か
ら
廻
船
業
で
栄

え
、
島
全
体
で

は
４
万
３
３
５

０
石
の
船
を
持

ち
、
塩
飽
全
島

の
中
で
も
中
心

的
な
存
在
で
し

た
。 

　
中
で
も
丸
尾

五
左
衛
門
は
、

内
海
随
一
の
海

運
王
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

「
五
左
衛
門
」
を
名
乗
っ
た
重
次
、
重

正
、
正
次
の
三
代
１
５
０
年
間
に
わ
た

っ
て
「
○
に
や
の
字
の
船
印
」
を
つ
け

た
１
万
１
０
０
０
石
の
船
が
、
全
国
に

展
開
し
て
い
ま
し
た
。 

　
島
の
玄
関
里
浦
に
着
く
と
、
自
然
と

島
に
根
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ナ
ツ

ダ
イ
コ
ン
の
白
に
薄
い
青
色
の
花
が
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、

小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
波
の
音
だ
け
。
島

を
縦
断
し
よ
う
と
南
へ
歩
く
と
見
え
て

く
る
の
が
「
無
間
の
鐘
」（
こ
の
鐘
を
撞

く
と
一
度
は
栄
華
を
極
め
る
が
、
や
が

て
没
落
す
る
と
い
う
伝
説
が
あ
る
）。

江
戸
時
代
初
期
に
作
ら
れ
た
貴
重
な
鐘

の「
緑
青
」が
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
道
の
脇
に
咲
く
花
々
、美
し
く
耕
さ
れ

た
田
畑
、
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
果

樹
…
…
。
歴
史
と
自
然
を
大
切
に
す
る

島
の
人
た
ち
の
心
意
気
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
私
は
思
わ
ず「
牛
島
健
在
な
り
」

と
世
界
に
打
電
し
た
く
な
り
ま
し
た
。 

　
時
化
去
り
て
　
塩
飽
牛
島
　 

　
　
　
　
今
　
人
に
こ
そ
あ
れ 中

年
明
　 

こ
の
人
に
聞
く 

知
恵
を
出
し
合
い 

　
　
行
動
を
し
た
い 
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Ｑ
　
今
一
番
の
島
の
課
題
は
、
何
で
し

ょ
う
か
。 

Ａ
　
何
が
悲
し
い
か
と
言
い
ま
す
と
、

秋
の
祭
り
や
年
中
行
事
で
「
あ
と
一
人

か
二
人
、
若
い
人
が
お
っ
た
ら
で
き
た

の
に
な
あ
…
…
」
と
、
島
の
留
守
を
あ

ず
か
る
お
年
寄
り
た
ち
が
、
悔
し
が
る

の
が
悲
し
い
で
す
。
毎
年
20
人
ぐ
ら
い

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
あ

と
30
年
ぐ
ら
い
で
無
人
島
に
な
っ
て
し

ま
う
、笑
え
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

無
人
島
に
な
ら
な
い
ま
で
も「
限
界
集
落
」

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不
安

が
、島
民
全
員
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

全
国
の
島
に
共
通
す
る
課
題
で
し
ょ
う
。

一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
課
題
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
島
の
人
が
戻
り
、
島
の

外
か
ら
人
々
が
訪
れ
、
住
ん
で
も
ら
う

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
…
…
。
そ

れ
と
も
、
も
う
諦
め
る
の
か
。
地
域
振

興
策
や
定
住
促
進
へ
の
ア
イ
デ
ア
は
、

み
ん
な
で
考
え
て
実
行
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

Ｑ
　
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
」

が
今
秋
開
か
れ
ま
す
が
。 

Ａ
　
は
い
。
今
回
か
ら
本
島
も
加
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
ま
で
の
様

子
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
勉
強
し
て

い
ま
す
が
、
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ま
ず
は
、
全
国
い
や
世
界
か
ら

訪
れ
る
「
お
客
様
」
に
、
満
足
し
て
い 

                

た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
か
ら
の

出
発
で
す
。
島
の
人
た
ち
だ
け
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
郷
土
愛
と
や

る
気
、
そ
し
て
お
も
て
な
し
の
熱
意
が

あ
れ
ば
、
き
っ
と
お
客
様
の
心
を
打
つ

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
島
と
四

国
、
島
と
本
州
、
島
と
島
の
航
路
の
開

拓
も
今
日
の
行
政
の
区
域
を
取
り
外
し

た
一
つ
の
「
瀬
戸
内
海
」
を
世
界
に
発

信
す
る
起
爆
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

Ｑ
　
芝
居
小
屋
や
人
名
の
年
寄
た
ち
の

大
き
な
お
墓
な
ど
か
ら
島
の
繁
栄
の
歴

史
を
感
じ
ま
す
が
…
…
。 

Ａ
　
関
ヶ
原
の
戦
い
が
終
わ
り
、
そ
の

直
後
に
、
家
康
の
陣
へ
「
戦
勝
祝
い
」

に
駆
け
付
け
て
い
ま
す
。
秀
吉
の
御
朱

印
状
を
返
上
し
、
す
ぐ
に
家
康
か
ら
領

地
を
与
え
る
と
い
う
朱
印
状
を
取
り
付

け
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
は
命
が
け
で
、

島
の
繁
栄
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る

意
味
で
は
賭
け
で
あ
り
、「
奇
跡
」
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
江
戸
時
代
の
塩
飽
は
天
領
で
あ
り
島

民
に
よ
る
自
治
（
人
名
制
）
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
６
５
０
人
の
船
方
衆
、

１
２
５
０
石
は
誇
り
高
い
本
島
の
歴
史

で
す
。
廻
船
で
全
国
の
物
産
を
運
び
幕

府
の
御
用
船
方
と
し
て
活
躍
し
、
幕
末

は
軍
艦
の
水
夫
に
な
っ
て
、
近
代
日
本

の
幕
明
け
の
重
責
を
担
い
ま
し
た
。 

Ｑ
　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
本
島
に
つ

い
て
お
願
い
し
ま
す
。 

Ａ
　
観
光
で
生
き
残
る
か
、
地
場
産
業

を
起
こ
す
か
。
別
荘
や
リ
ゾ
ー
ト
地
、

は
た
ま
た
、
逆
転
の
発
想
で
「
自
然
の

島
」
に
す
る
か
…
…
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
と
に
か
く
今
す
ぐ
に
知
恵
を
出
し

合
い
行
動
を
起
こ
そ
う
と
友
人
た
ち
と

話
し
て
い
ま
す
。 

む 

げ
ん 

し 

け 

な
ぎ 

に
ん 

か
い 

せ
ん 

み
ょ
う 

か
い 

せ
ん 

心
を
こ
め
て
作
っ
た 

「
本
島
い
ろ
は
か
る
た
」 

六百五十人の 
 船方に あたえた人名権 

ろ 

無間の鐘 
 ついて五左衛門 没落し 

む 
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塩
飽
の
人
名
制
は
、
一
種
の
自
治
で

日
本
初
の
代
議
制
と
も
い
え
ま
す
。
１

２
５
０
石
、
６
５
０
人
を
４
人
の
「
年

寄
」
が
、
寛
政
５
年（
１
７
９
３
年
）か

ら
は
入
札
（
選
挙
）
で
選
ば
れ
た
３
人

の
「
年
寄
」
が
統
治
し
て
い
ま
し
た
。

本
島
中
学
校
の
脇
に
、「
年
寄
」の
一
人
、

宮
本
家
代
々
の
墓
が
10
基
並
ん
で
建
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
高
さ
３
ｍ
を
超

え
る
巨
石
の
供
養
塔
で
、
数
万
石
の
大

名
の
そ
れ
と
も
、見
劣
り
し
な
い
立
派

な
も
の
で
す
。 

　
そ
の
政
所
が「
塩
飽
勤
番
所
」で
す
。

信
長
、
秀
吉
、
家
康
ら
の
朱
印
状
、
大

岡
越
前
守
の
漁
場
裁
決
書
、
咸
臨
丸
の

乗
組
員
の
写
真
な
ど
、
貴
重
な
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
勤
番
所
か
ら
、「
笠
島
の
ま
ち
並
み
」

ま
で
は
、
瀬
戸
大
橋
が
正
面
に
横
た
わ

る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
。
笠
島
は
、
昭
和
60

年
、
島
し
ょ
部
で
初
め
て
国
か
ら
「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
城
下

町
の
様
式
を
残
し
、
町
家
形
式
を
保
つ

家
が
、
時
間
の
た
つ
の
を
止
め
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。 

　
港
か
ら
西
へ
す
ぐ
の
泊
浦
に
あ
る「
木

烏
神
社
」
の
歴
史
は
古
く
、
瀬
戸
内
海

に
住
む
悪
魚
退
治
に
来
た
日
本
武
尊
を
、

一
羽
の
烏
が
案
内
し
て
た
ど
り
着
い
た

の
が
、
こ
の
地
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
境
内
西
側
に
は
、
回
り
舞
台

な
ど
が
整
っ
た
日
本
最
古
級
の
芝
居
小

屋
「
千
歳
座
」
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
の
島
の
文
化
水
準
の
高
さ
と
栄
華
が

し
の
ば
れ
ま
す
。 

　
語
り
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
、
歴
史
と

ド
ラ
マ
が
あ
る
塩
飽
の
島
々
は
、
今
、

穏
や
か
な
気
候
と
は
対
象
的
に
、
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
起
こ

り
得
る
シ
ナ
リ
オ
の
無
い
未
来
は
、
島

の
人
た
ち
と
私
た
ち
自
身
で
切
り
開
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
島
を
離
れ
行
く
カ
モ
メ
と
一
緒
に
デ

ッ
キ
へ
上
が
り
、
私
は
、
思
い
っ
き
り

手
を
振
り
ま
し
た
。 

毎
年
4
月
の
「
お
大
師
ま
い
り
」
は 

お
遍
路
さ
ん
ら
で
に
ぎ
わ
う 
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自らを切り開く島の未来 

　
私
た
ち
の
本
島
は
年
々
人
口
が
減

り
、
現
在
５
０
０
人
を
切
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
過
疎
化
が
進
ん

で
、
道
で
会
う
人
も
少
な
く
、
猫
だ

け
が
元
気
に
走
り
回
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。 

　
「
人
口
が
す
ぐ
に
増
え
る
策
は
無

く
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
来
て
い
た

だ
く
し
か
な
い
」
と
、
私
た
ち
は
３
年

前
に
港
の
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
観
光

案
内
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
主
な

役
割
は
、
島
内
観
光
の
ガ
イ
ド
情
報
発

信
で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
内

容
を
、
分
か
り
や
す
く
ご
希
望
の
時
間

内
で
ご
案
内
す
る
こ
と
で
す
。そ
れ
に

は
、
歴
史
や
史
跡
は
も
ち
ろ
ん
、土
産
、

食
文
化
な
ど
の
知
識
も
必
要
で
す
。
ご

案
内
を
終
え
て
、
お
見
送
り
の
と
き
、

お
客
様
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
明

日
へ
の
活
力
で
す
。
　 

　
今
年
秋
は
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２

０
１
３
」
が
、
本
島
で
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
、実
行
委
員
会
で
準
備
中
で
す
。 

　
本
島
の
魅
力
、
そ
し
て
世
界
一
の
多

島
美
を
発
信
す
る
好
機
と
思
い
、
健
康

第
一
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 
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本島観光案内所 
信 原 　清さん 

世界一の多島美発信 

健康課 蘂24-8806

予防接種予防接種を受けよう 予防接種を受けよう 

　夏休みは予防接種を受けるいい機会です。 
お子さんの母子手帳を確認し、まだの人は体調の
良い時に早目に受けましょう。 

 厚生労働省からの通知により、平成25年6月15日
から子宮頸がん予防ワクチンの積極的な接種勧奨
を差し控えています。 

　市学校給食センターが提供した給食に異物が混入

する事故が相次いで発生したことにつきまして、児童

生徒、保護者および関係者の皆様に大変な不安を抱か

せてしまったことに対し、深くおわび申し上げます。 

　市教育委員会では、異物混入事故を重く受け止めて

おり、可能な限りの調査をしておりますが、現在のと

ころ発生した事故の原因を特定するに至っておりま

せん。原因究明につきましては、なお継続いたします。 

　事故の発生を受け、学校給食センターでは現在、

次の対策を講じております。 

●「学校給食緊急事故対応マニュアル」を改正し、

　迅速な連絡体制を整え、被害の拡大を防止する。 

●給食を中止した場合の代替食を各学校に配備する。

　（主食として「乾パン・ビスケット」、副食として

　「缶詰」） 

●より安全性の高い食材納入のため業者を見直す。 

●目視による異物除去作業を強化する。 

●施設・設備の整備、点検を徹底する。 

●異物混入防止設備を導入する。 

　今後このような事故を発生させないよう再発防止

に努め、安全で安心できる給食の提供に全力をあげ

て取り組んでまいります。 
丸亀市教育委員会　 

　予防接種を受けるときは、医療
機関に予約し、予診票・母子手帳・
保険証を持参してください。 
　予診票が手元にない人や、不明
な点がある人は、健康課へお問い
合わせください。 

●ＭＲ（麻しん・風しん混合）2期…… 
　　　　　　　　　　　　　  5歳児クラス 

●日本脳炎……3歳から7歳半まで、 
　（特例対象あり）　　   9歳から13歳未満 

●二種混合（ジフテリア・破傷風）…… 
　　　　　　　　　11歳から13歳未満 

締め切り 
7/31貉 

委員の任務 

応募資格 

任　　期 

定　　員 

応募方法 

問い合わせ 

都市計画審議会 
締め切り 
7/12貊 文化振興審議会 

締め切り 
7/26貊 行政改革推進委員会 

２年（9月22日～平成27年9月21日） 

都市計画課 蘂24-8812、薨24-8866 

メールアドレス 
toshikei-k@city.marugame.lg.jp

文化観光課 蘂24-8822、薨24-8863 

メールアドレス 
bunkakanko-k@city.marugame.lg.jp

政策課 蘂24-8839、薨24-8874 

メールアドレス 
seisaku-k@city.marugame.lg.jp

都市計画に関する重要事項につ
いての調査、審議および答申 

市内に在住または通勤・通学し、任期開始日現在において満20歳以上の人。 
※市議会議員、市職員、2つ以上の市の審議会などに委嘱されている人を除く 

応募用紙に必要事項を記入し、「地
域特性を活かした都市計画（まち
づくり）」に関する1000字程度の作
文を添えて都市計画課へ提出（郵
送、ファクス、直接持参、メール）。 

応募用紙に必要事項を記入し、
1000字程度の応募理由を添えて
文化観光課へ提出（郵送、ファクス、
直接持参、メール）。 

応募用紙に必要事項を記入し、
500字程度の応募理由を添えて
政策課へ提出（郵送、ファクス、直
接持参、メール）。 

２年（8月1日～平成27年7月31日） 

文化振興基本計画の進行管理や
文化振興に係る重要事項につい
ての調査および審議 

２年（8月30日～平成27年8月29日） 

2人以内 3人 3人程度 

行政改革推進に向けての調査、
審議、建議および答申 

皆さんの意見を 
市政に生かしてみませんか？ 

学校給食における 
異物混入について（おわび） 

各担当課、市役所案内所、市民総合
センター、市民センター、コミュニテ
ィセンター、市ホームページで入手可。 

応募用紙の記載内容や応募理由を
総合的に審査して選考（結果は全
員に通知）。 

応募用紙 

選考方法 

平成25年度 募集 審 議 会 等 委 員 

こ 

ち 

ざ 

と
せ 

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と 

が
ら
す 

瀬戸内国際芸術祭2013年秋本島については7詆で紹介しています。 

S H I WA K U  H O N J I M A  U S H I J I M A
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（観光案内所） 

新在家新在家 新在家 

本島港 
診療所 

● 

● 

● 

● 

● 

● ● 
● 

2013年7月 ● 広報丸亀 7

丸亀発 牛島 本島着 本島発 牛島 丸亀着 

6：10 
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臨 9：00 

10：40 
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6：45 

8：15 

臨 9：35 

11：15 

★12：30 

臨14：15 

16：05 

★16：50 

★18：35 

★20：20

本島発 牛島 本島着 

★16：52 ★16：58 ★17：03

6：50 

臨 8：20 

★ 8：30 

9：40 

12：35 

★14：15 

臨14：50 

17：10 

★17：50 

★19：30

─　   

─　   

★ 8：36 

─　   

─　   

★14：21 

─　   

─　   

─　   

─　   

 

7：20 

臨 8：50 

★ 8：50 

10：10 

13：05 

★14：35 

臨15：20 

17：40 

★18：10 

★19：50

★印は旅客船のため、 
　車両は乗れません。 10月6日豸午後1時、木烏神社境内千歳座にて開演 

料金/1000円（パスポート提示で500円） 
　　　小中学生500円 本島汽船 蘂22-2782

鬼太鼓座（おんでこざ） 

丸亀─牛島─本島 
（10/5～11/4の時刻表です） 

　本島が、今秋10月5日貍～11月4日豕、瀬戸内国際芸術祭2013
秋の会場になります。 
　瀬戸内国際芸術祭2013は、現代アートの作家や建築家たちが、瀬
戸内の島々でそこに暮らす人たちと協働でアートを制作・展示し、お
客さんをお迎えすることで、美しい自然と人たちが交錯してきた瀬
戸内海の島々に活力を取り戻そうと
2010年から開催されています。 
　今回初めて、塩飽本島が会場とな
り、10組のアーティストが作品を
制作・展示します。また、5組のア
ーティストが和太鼓、演劇、踊りな
どを披露します。 
　世界一の多島美、瀬戸内海。本島
で行われる瀬戸内国際芸術祭2013
にぜひお越しください。　 

瀬戸内国際芸術祭瀬戸内国際芸術祭2013  本島本島 

秋 10月5日貍～ 
11月4日豕 

瀬戸内国際芸術祭2013  本島 

秋 10月5日貍～ 
11月4日豕 

※前売※前売りは、9月2日から1010月4日まで販売販売 

一　般　一　般　40004000円（前売前売り） 4500 4500円（当日）当日） 

高校生　高校生　25002500円（前売前売り） 3000 3000円（当日）当日） 

一　般　4000円（前売り） 4500円（当日） 

高校生　2500円（前売り） 3000円（当日） 

※前売りは、9月2日から10月4日まで販売 
笊ここにいるために 
　平良亜弥と西岡万里子 

笘漆喰・鏝絵かんばんプロジェクト 
　村尾かずこ 

笨New Port －青い香辛料－ 
　岩田草平＋プロマイノリティ 

笙島スープ　EAEAT&ART TT&ART TAROARO笙島スープ　EAT&ART TARO

笆崩壊崩壊と再生再生の中で　森 節子節子 

笳耳鳴耳鳴り　本間本間 純 

笆崩壊と再生の中で　森 節子 

笳耳鳴り　本間 純 

筐つなぐ 
　力五山（加藤 力、渡辺五大、山崎真一） 

笶善根湯×版築プロジェクト 
　齊藤 正×続・塩飽大工衆 

笵Vertrek「出航」　石井 章 

2
0
0
5
年
創
刊
号
表
紙
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生 

新
丸
亀
市
誕
生
を
伝
え
る 

 

2
0
1
1
年
7
月
号
桃
の
里
飯
山
町
の「
桃
喰
う
ま
つ
り
」 

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
 

2
0
0
5
年
号
9
月
号
　
表
紙 

丸
亀
城
西
高
校
夏
の
甲
子
園
で
活
躍 

新
生
丸
亀
市
を
市
民
の
皆
さ
ん
と 

 
一
つ
一
つ
確
実
に
…
… 
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高松市　濱近　仁史さん 

通町　菅野英夫さん･倫子さん 

　平成17年3月22日、丸亀市と綾歌
町、飯山町が合併して「新生丸亀市」
が誕生しました。新しい「広報丸亀」
は、同年4月号に創刊して以来8年4
か月、今月号で100号を迎えました。 
　今後も、より一層市民の皆さんに参
画していただき、「新生丸亀市」の歴
史を一つ一つ確実に積み上げていきま
す。ご指導よろしくお願いします。 

　
2
年
ほ
ど
前
、
東
京
か
ら
引
っ
越

年
ほ
ど
前
、
東
京
か
ら
引
っ
越

し
て
家
内
の
実
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通
町
で
茶
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し
て
家
内
の
実
家
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通
町
で
茶
店
を

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
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が
描
く
四
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折
々
の
表
紙

　
読
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描
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四
季
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の
表
紙「
私
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丸
亀
・
思
い
出
の
風
景
」
は
と
て

の
丸
亀
・
思
い
出
の
風
景
」
は
と
て

も
い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に

も
い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に

は
丸
亀
市
を
知
る
う
え
で
新
鮮
で
勉

は
丸
亀
市
を
知
る
う
え
で
新
鮮
で
勉

強
に
な
り
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楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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に
な
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、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
内
は
、
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し
そ
う
に
見

ま
た
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家
内
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す

て
い
ま
す
。 

　
広
報
紙
は
、
情
報
発
信
は
も
ち
ろ

　
広
報
紙
は
、
情
報
発
信
は
も
ち
ろ

ん
、
一
層

ん
、
一
層
、市
民
市
民
が
自
由
自
由
に
提
案
提
案
し
、

話
し
合
え
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そ

話
し
合
え
る
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ひ
ろ
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と
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て
そ

の
真
価
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
真
価
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
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お
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、
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す

昔
賑
わ
っ
た
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比
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再
現
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や
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す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
や
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ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ょ
う
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ま
た
、
家
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す
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に
提
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の
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港
、駅
、お
城
が
一
体
と
な
っ
て
、

昔
賑
わ
っ
た
金
比
羅
街
道
を
再
現
す
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私
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で

　
　
　
　
す
。
皆
さ
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に
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ま
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ょ
う
。 

　　　　　若い頃、ストレスがたまったら船に乗って

本島に行った。青い空と海に囲まれ、また地元の人と

知り合って気持ちの良い時間を過ごした。 

　丸亀には「まち・むら・しま」それぞれに歴史に培

われた故郷が存在する。100号を迎えた広報丸亀が、

これからも故郷を愛する人々の、拠りどころとして発

展することを期待したい。 

　　（平成22年5月号から平成25年3月号まで執筆） 

●「広報見たで」何よりうれしい言葉でした。（議会事務局・満尾）●祝100号！今後も市民の皆さんに、より良い情報の発信を。（飯山市民総合センター・山田）●市勢要覧
に心血を注ぐ。心機一転広報へ。（競艇事業部・谷渕）●取材の際はぜひご協力をお願いします。（市民課・後藤）●ネット時代!? 今でも主役は紙の広報です。（人権課・白川） 

広報丸亀 
100号 

秘
書
広
報
課 

蘂
2
4
―

8
8
0
1

創刊当時の広報担当から 

川西町北　石井誠一さん 

　新丸亀市となり、はや「広報丸亀」100号おめでとう

ございます。創刊から連載で「ふるさとウオッチング」

のコーナーで丸亀市の地理的特色を37回執筆させてい

ただきました。日本や世界を学ぶ基礎は、まず「身近

な郷土の姿」を知ることかと思います。 

　広報紙には、最も身近な郷土の姿が紹介されていま

す。「ふるさとを愛し日本を見つめ、世界に活躍する人

材」が丸亀の地からより多く育っていってほしいです。 

祝
1
0
0
号
。
広
報
を
「
ひ
ろ
ば
」
に 

2012年 12月号 「まちのアルバム」 
元気な丸亀を写真とキャプションで 

2005年 9月号 新丸亀市誕生記念イベントなど 

2
0
1
0
年
7
月
号
 

ふ
る
さ
と
L
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
　
 

県
外
で
活
躍
す
る
市
出
身
者
 

に
ぎ
 

に
ぎ
 

2013年 1月号 表紙 
「私の丸亀 
 思い出の風景」募集 

2011年 11月号 
       第1回全国里山富士サミット開催 

しっくい 

ぜんこん  ゆ はんちく 

こて え 

し　 わく 

笞シーボルトガーデン  カリン＆パット 

よ 



2013年7月 ● 広報丸亀 9 2013年7月 ● 広報丸亀 8

免除制度・猶予制度 

保
険
料（
税
） 

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

　
自
営
業
、
退
職
者
（
失
業
）な
ど

の
第
一
号
被
保
険
者
（
学
生
以
外
）

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
免
除
ま
た

は
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
申
請
は
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
、
失

業
な
ど
の
場
合
は
離
職
票
を
持
参
し
、

市
民
課
ま
た
は
各
市
民
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
は
、

前
年
所
得
が
審
査
対
象
で
す
。
確
定

申
告
な
ど
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
保
険
料
免
除
制
度 

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
に
応
じ
、
全
額
、
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
４
段

階
で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
全
額
免
除
以
外
は
、
定
め
ら
れ
た

一
部
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

未
納
に
な
り
ま
す
。 

《
免
除
を
受
け
た
場
合
》 

●
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

●
受
給
金
額
は
免
除
さ
れ
た
割
り
合

　
い
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
（
追

　
納
制
度
あ
り
） 

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
学
生
を
除
く
30
歳
未
満
の
人
で
、本

人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

《
猶
予
を
受
け
た
場
合
》 

●
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す 

●
追
納
し
な
い
限
り
受
給
金
額
に
算

　
入
さ
れ
ず
、
減
額
と
な
り
ま
す
（
追

　
納
制
度
あ
り
） 

―
―
　
―
　
―
―
　
―
　
―
― 

〜
追
納
制
度
と
は
〜 

　
免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、

受
給
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険

料
を
納
付（
追
納
）で
き
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
付
け
ら
れ

ま
す
。 

　
な
お
、
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受 

け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
税 

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の

所
得
や
資
産
に
応
じ
て
算
出
す
る
部

分
と
、
年
齢
に
よ
り
負
担
す
る
介
護

分
を
合
計
し
、
加
入
世
帯
の
世
帯
主

が
負
担
し
ま
す
。 

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
分

の
税
率
と
納
付
回
数
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
通
知
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

蘆
40
歳
未
満
の
人
と
65
歳
以
上
の
人

　
下
表
の
①
医
療
分
と
②
後
期
高
齢

　
者
支
援
分
の
合
計
額 

蘆
40
歳
〜
64
歳
の
人 

　
①
医
療
分
②
後
期
高
齢
者
支
援
分

　
③
介
護
分
の
合
計
額 

　
忘
れ
ず
に
所
得
の
申
告
を 

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
所
得

の
申
告
が
必
要
で
す
。
前
年
に
所
得

が
無
か
っ
た
人
は
、
申
告
を
し
な
け

れ
ば
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
正

し
い
税
額
計
算
の
た
め
、
早
目
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
金
融
機
関
で
手
続
き
す
れ
ば
、
納

期
ご
と
に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
で
納
付
で
き
ま
す
。 

　
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
安
心
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

　
75
歳
以
上
の
人
な
ど
が
加
入
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
均
等

割
額
と
所
得
割
額
を
合
計
し
た
金
額

で
す
。 

　
所
得
の
少
な
い
人
な
ど
に
は
、
次

の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

《
所
得
割
額
の
軽
減
》 

　
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
額（
33

万
円
）
を
引
い
た
額
が
58
万
円
以
下

の
人
は
、
所
得
割
が
半
額
。 

《
均
等
割
額
の
軽
減
》 

　
世
帯
や
所
得
の
状
況
、
同
一
世
帯

の
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
、
均
等
割

額
が
そ
れ
ぞ
れ
９
割
、
8.5
割
、
５
割
、

２
割
軽
減
。 

《
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に 

　
入
っ
て
い
た
人
》 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す

る
ま
で
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
人
は
、
所
得
に
か
か
わ
ら

ず
、
年
額
４
７
０
０
円
に
減
額
。 

国民年金のお知らせ 

65歳以上の介護保険料 

　　　　　市民課 蘂24-8945 
善通寺年金事務所 蘂62-1660

　
平
成
２５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

各
保
険
料
（
税
）
決
定
通
知
書
を
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。 

　
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

■平成25年度の国民健康保険税率 

■平成25年度の国民健康保険税の納期 

2.1% 

4.0% 

8,000円 

5,000円 

120,000円 

③介　護　分 
（40歳～64歳） 

1.8% 

3.0% 

5,500円 

5,000円 

140,000円 

②後期高齢者 
支援分 

7.2% 

18.0% 

27,000円 

27,000円 

510,000円 

所　得　割 

資　産　割 

均等割（１人当たり） 

平等割（１世帯当たり） 

限　度　額 

①医　療　分 

1期 2期 3期 4期 

7月 8月 9月 10月 

5期 6期 7期 8期 

11月 12月 1月 2月 

区　　分 

　介護を必要としている人が受けるサービス

の種類や量を予測して、3年ごとに保険料を

見直しています。今年度は、昨年度と同じ保

険料の区分です。 

税　務　課 
蘂24-8857

均等割額（１人当たり） 

47,200円 

所　得　割　額 

（総所得－基礎控除33万円） 
× 8.81％ 限度額55万円 

平成25年度 
後期高齢者医療保険料 



保　険　課 
蘂24-8842地域包括支援センター 

蘂24-8933
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介護教室・相談会 後期高齢者医療制度からお知らせ 
限度額適用・標準負担額減額認定証 

後期高齢者医療被保険者証を送付します 

～介護の悩みや心配ごと 一人で抱え込まないで～ 

相談して 
　よかったね 

※地域包括支援センターブランチって？？ 

開 催 

　地域包括支援センターでは、ご家族を介護している人や将

来の介護を不安に思っている人、介護に関心を持っている人

を対象に、昨年度から市内５か所の地域包括支援センターブ

ランチで介護教室を開催しています。 

　今回は「まかせて！わたしにもできる介護」をテーマに、

自宅でもできる介助の方法や介護用品の上手な利用方法など

を中心に、介護教室を開催します。 

　また、介護教室と合わせて、参加者同士の交流会や相談会

を行います。介護の悩みをどこに相談したらよいか分からな

い人や、他人に相談しにくいと思っている人は、一人で抱え

込まず、お話してみませんか。 

　介護や日常生活の様々な悩みについて、皆さんの地域で身

近に相談できる窓口を設けようと、平成24年度から市内5か

所の老人介護支援センターに開設しました。ブランチ担当者

が皆さんの相談を受け付け、地域包括支援センターや専門機

関などと連携して支援しますので、お気軽にご相談ください。 

　平成25年度の住民税が非課税の世帯に属する人は、申請すると8月1日以降に適用される「限度額適用・標

準負担額減額認定証」が交付されます（平成24年度の同認定証を持っている人は、申請の必要はありません）。 

　この認定証を医療機関などで提示することで、窓口での一部負担金や入院の際の食事代が減額されます。 

　なお、療養病床に入院している人は、食事代の負担額などが下表と異なりますので、お問い合わせください。 

●対象者の区分 
区分Ⅱ：被保険者が属する世帯員全員が住民税非
　　　　課税で、区分Ⅰに該当しない人 
区分Ⅰ：被保険者が属する世帯員全員が住民税非
　　　　課税で、世帯員全員の各所得金額（年金所
　　　　得は控除額を80万円で計算）が0円の人 
 
●手続きに必要なもの 
蘆被保険者証 
蘆印鑑 
蘆本人または同世帯の人が平成25年1月1日時
　点で市内に在住していない場合、その人の平成
　25年度の非課税証明書（平成25年度住民税・
　課税所得証明書） 

　後期高齢者医療保険の有効期間は、8月1日から翌年7月31日までの1年
間です。 
　8月から使用できる新たな被保険者証を『黄色の封筒』に入れて、7月
13日以降『特定記録郵便』で被保険者ごと（一通に1枚ずつ）に送付します。 
　なお、被保険者証は6月28日時点のデータを基に作成されています。そ
の後に変更のあった人は、別色の封筒で送付します。 

《ご注意ください》 
　県後期高齢者医療広域連合から、住民票に記載されている住所地へ送付
します。送付先の変更などの個別対応は出来ませんので、住所地以外への
送付希望者は、事前に郵便局で転送の手続きを行ってください。 

高齢受給者証（70歳～74歳） 
　8月から使える新しい国民健康保
険の「高齢受給者証」を7月下旬に
郵送します。 

特定疾病療養受療証 
　有効期限が7月31日までの「特
定疾病療養受療証」を持つ人に、新
しい受療証を７月下旬に郵送します。 

平成24年度（平成24年8月
１日～平成25年7月31日）
に「後期高齢者医療限度額
適用・標準負担額減額認定
証」の交付を受けた人へ  
　平成25年度で対象者の要

件を満たす人に、７月下旬

から「限度額適用・標準負

担額減額認定証」を郵送し

ますので、新たな手続きは
不要です（世帯に所得未申
告の人がいる場合は、申告

後に申請が必要です）。 

　区分Ⅱの人が、新たに91
日以上入院した場合は、被
保険者証、印鑑、現在お持ち

の同認定証、入院日数を確

認できる領収書などを持参

し、再度申請してください。 
　詳しくは保険課（蘂24-

8842）か、県後期高齢者医

療広域連合事務局（蘂087- 

811-1866）まで。 

　前半は介護教室、後半は相談会・交流会です。  

　会場までの送迎や、介護が必要なご家族をお預かりすることも

できます。詳しくは、申込先までご相談ください。 

※ 

介護教室・相談会 

「なかなか聞けない 
　　 排泄の悩みありませんか？」  
介護用品のプロが教えちゃいます 

特別養護老人ホーム 
たるみ荘 

15人 
7月18日貅 
午後1時半～3時 

たるみ荘 
老人介護支援センター 
蘂28-1505

6/27貅 
～7/10貉 

「誰にでもできる 
　　褥瘡（床ずれ）予防対策」  
こんな介助になっていませんか 

特別養護老人ホーム 
今津荘 

20人 
7月13日貍 
午前10時半～正午 

老人介護支援センター 
今津荘  
蘂58-2611

6/27貅 
  ～7/5貊 

「介護用品の上手な使い方」 
実際に使って、体験してみませんか！ 

飯山総合保健福祉 
センター 

20人 
7月16日貂 
午後1時半～3時半 

紅山 
老人介護支援センター  
蘂98-3939

6/27貅 
～7/12貊 

「こけたら  こうしよ！」 
転倒した時の起き方、起こし方 

老人保健施設  
あおのやま 

20人 
7月13日貍 
午後2時～4時 

青の山荘 
老人介護支援センター  
蘂25-3030

6/27貅 
  ～7/6貍 

「私にもできる地震対策」 
高齢の方もこれで安心 

さぬき福祉専門学校 20人 
7月26日貊 
午後2時～3時半 

珠光園 
老人介護支援センター  
蘂23-2000

6/27貅 
～7/19貊 

教室の内容 日時 会場 定員 申込期間 申込先 

〈負担額〉 

1か月の自己負担限度額 

※申請月から過去1年以内で、区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認定を受けてい 
　た期間の入院日数 

外　　来 
（個人単位） 

食 事 代 
（1食あたり） 外来＋入院 

（世帯単位） 

12,000円 44,400円 

  8,000円 

210円 

260円 一　　　　　般 

区　　分　　Ⅰ 

区　　分 

区分Ⅱ 

160円 

100円 

24,600円 

15,000円 

過去1年の合
計入院日数が
90日※以内の
場合 

過去1年の合
計入院日数が
90日を超える
場合※ 

国民健康保険に加入されている人へ 

じょく そう 

せつ 



電話予約した 
場所の守衛室 

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
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　7月8日から、外国人住民の皆さんも住民基本台帳ネッ
トワークシステム（住基ネット）の運用が開始されます。 

●住民基本台帳カード（住基カード）が作れます 
　顔写真付きの住基カードは、運転免許証などと同じよ 

うに公的な身分証明書としても利用できます。作成方法

など詳しくは、市ホームページ「住基カードをつくるに

は」または、同ページ右下の「住民基本台帳カード」を

ご覧ください。 

●行政手続きのインターネット申請が可能 
　電子証明書による本人確認が必要な所得税の確定申告

などがインターネットで手続きできます。 

●住民票コードを本人へ通知します 
　住民票コードは、本人確認を行う際に必要不可欠な無

作為の番号（11桁）です。 

　ただし、在留カードや特別永住者証明書（みなしカー

ドを含む）の住所と現住所が異なる場合は、住民票コー

ド通知票が郵送できないため、住所変更の手続きを行っ

てください。 

◆カードの特徴◆ 
蘆顔写真付きと写真なしが選択でき、写真付きは、公

　的な身分証明書になります。 

蘆顔写真付きカードは、ほかの市町村でも丸亀市の住

　民票（本籍省略）が受け取れます。 

蘆ｅ-Ｔａｘなどで必要な電子証明書（有効期間３年）

　を記録できます。ただし、別途申請手数料500円が

　必要です。 

蘆カードには有効期限があります。有効期限が切れる

　と、再度申請が必要です。 

◆申請方法◆ 
　運転免許証や健康保険証など官公署発行の本人確認

書類、印鑑を持参して、市民課または飯山・綾歌市民

総合センター市民生活担当へ。 

※発行手数料：500円 

※カードの発行には数日かかります 

※顔写真付きカード希望の場合は、写真１枚（縦4.5×横

　3.5㎝、６か月以内に撮影された無帽、正面、無背景のもの） 

◆転出後も利用可能◆ 
　同カードを持っている人が、市外に転出する場合、

一定の条件を満たせば継続して利用できます（電子証

明書は市外転出により失効します）。 

蘆丸亀市に住民登録（削除された住民票を含む）

　している人 

蘆丸亀市に本籍（除かれた戸籍を含む）がある人 

　住民票などの不正請求の
早期発見や抑制につなげる
ため、代理人や第三者から
の請求で住民票や戸籍謄本
などを交付したときに、本
人に通知をする制度です。
通知を受けるには、事前の
登録手続きが必要です。 

市　民　課 
蘂24-8810

市　民　課 
蘂24-8810

地域振興課 
蘂24-8809

外国人住民の皆さんへ 

登録できる人 

蘆運転免許証などの本人確認書類を持参し、市民

　課窓口で手続きしてください。 

登録方法 

住基ネットの運用が開始されます 市民ライフアップ講座を してみませんか？ 

《何が変わるの？》 

公的な身分証明書として利用できる 

住民基本台帳カード 本人通知制度を 
　　ご存じですか？ 

全国共通の本人確認が 
できるシステム 

住基ネットって？

企画 運営 企画 運営 
　新しいことを始めるきっかけづくりとして「初心者
向け」の体験学習講座、まちづくりや市民に役立つ内
容の講座の企画・運営者を募集します。 
　あなたがこれまでに得た知識や体験などを生かし、
「あったらいいな」を形にしてみませんか。 

蟷7月・8月は「家庭教育啓発月間」 
　生活週間予防や学力アップのためには、毎日朝
ごはんをしっかり食べることが大切です。 
　子どもが夏休みに入るこの時期を、家族全員で
生活習慣を見直す機会にしましょう。 

《予約できる証明書》 
蘆住民票の写し 
蘆住民票記載事項証明 
蘆軽自動車用住所確認書 
蘆印鑑登録証明書（電話
　予約時に印鑑登録証の
　番号を告げる） 

《予約できる場所》 
蘆市民課 蘂24-8810 
蘆綾歌市民総合センター
　蘂86-5510 
蘆飯山市民総合センター
　蘂98-7953

 
蘆月曜～金曜：午後5時15分～8時 
蘆土・日曜、祝日：午前8時半～午後8時 

　
市
役
所
の
開
庁
時
に
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
（
同
一
世
帯

に
限
る
）
を
電
話
で
予
約
し
て
お
く
と
、
夜
間
や
休
日
に
守

衛
室
で
お
渡
し
で
き
ま
す
。 

※
証
明
書
を
受
け
取
る
際
は
、
電
話
予
約
し
た
本
人
の
身
分

　
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
の
場
合
は
、
印
鑑

　
登
録
証
も
必
要
で
す
。 

現代的課題：健康、人権、家庭・家族、消費者問題、
　まちづくり、交通問題、高齢化社会、開発援助、国

　際理解、環境など 

対象：市内在住の人 
経費：選考後、６講座程度を決定します。パンフレッ 
　ト印刷費や会場使用料などは、市が負担します。 

応募用紙：市役所、生涯学習センター、各コミュニテ 
　ィセンター、飯山総合学習センターに置いています。 

申し込み：７月19日貊までに、応募用紙を地域振興課
　にメール、ファクス、郵送または持参してください。

　〒763-0034丸亀市大手町２丁目１番20号 

　丸亀市生活環境部地域振興課（薨25-2409）、メール

　（chiikishinko-k@marugame.city.lg.jp） 

《講座内容》 
1． 初心者向け、入門編の 
　 体験学習など（3回程度） 

2． 現代的課題など暮らし 
 　に役立つ学習など 
　 （3～6回程度） 
 ※ただし、営利目的や宗教、政治活動ではない企画の提案 
　や運営に限る（講師の手配や講座運営なども実施） 

昨年11月に開催した「親子で知ってみよう 
丸亀城の魅力」の様子 

※外国人住民の皆さんへ 
　住民票コード通知票を個別に送付します。届いた 
　際は、住所などの確認をよろしくお願いします。 

※ 

休日・夜間 

住
民
票

住
民
票
の
写
し
写
し
な
ど
を 

電
話
電
話
で
予
約
予
約
で
き
ま
す 

住
民
票
の
写
し
な
ど
を 

電
話
で
予
約
で
き
ま
す 

《お渡しできる時間や場所》 



　幕内力士が子どもたちに稽古をつける
「ちびっこ相撲」の出場者を募集します。 
定員：20人（先着順） 
※出場者には、日本相撲協会名入りマワ
　シを贈呈 

丈夫な歯をいつまでも 歯の無料健診 
　6月4日～10日の「歯と口の健康週間」にあわせて、
ひまわりセンターで歯の無料健診が行われました。市歯
科医師会による歯の健診や歯磨き指導などが行われ、子
どもたちは鏡で確認しながら歯の磨き方を教わりました。 

泥だらけでハッスルプレー 
　まるがめどろんこまつり2013が、
飯山総合学習センター隣の田んぼで
開催されました。バレーボールや親
子そりレース、ビーチフラッグなど、参
加者だけでなく観客も「どろんこ」を
満喫していました。 

江戸から平成へ受け継がれる「時太鼓」 
　江戸時代に、和太鼓を叩いて正午を告げていた時報
太鼓を復活させた「平成の時太鼓」。昨年に引き続き、
6月10日の時の記念日にあわせ、時太鼓の打ち鳴らし
式が行われました。市のキャラクターや、中央・土居保育
所の児童ら、一般参加者も打ち鳴らしに参加し、太鼓の
音を響かせていました。 

6.2

6.2

6.10

　
郡
家
・
垂
水
・
城
南
・
城
辰

の
各
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
29

人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
バ
ス

ケ
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

基
本
的
な
あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
、

団
体
行
動
、
健
全
な
心
身
の
育

成
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
地
域
の
大
会
で
、
男

子
準
優
勝
、
女
子
も
３
位
と
い

う
成
績
を
残
し
、
次
の
大
会
に

向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
練
習
は
週
４
回
。
火
・
金
曜

は
城
南
小
で
、
土
・
日
曜
は
垂

水
小
か
郡
家
小
で
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
土
田
さ
ん（
蘂
0
9
 

0
―
8
6
9
6
―
0
4
0
3
）、

平
野
さ
ん
（
蘂
0
7
0
―
5
5
 

1
5
―
9
0
9
8
） 

１００ 

　
97
歳
を
迎
え
た
今
も
、
子

ど
も
の
頃
に
母
親
が
教
え
て

く
れ
た
『
玄
関
は
人
で
言
え

ば
顔
だ
か
ら
き
ち
ん
と
し
な

さ
い
』を
実
践
し
、身
の
回
り

の
こ
と
を
き
ち
ん
と
こ
な
す

大
熊
さ
ん
。「
テ
レ
ビ
で
政
治

の
ニ
ュ
ー
ス
や
野
球
中
継
を

見
る
の
も
楽
し
み
。
い
ろ
ん

な
話
が
で
き
る
で
し
ょ
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

大
熊
　
清
子
さん 

（
本
島
町
・
９７
歳
） 

丸亀南ミニバスケットボールスポーツ少年団 
こ
ん
に
ち
は 

 

皆
さ
ん 

笆 

市
長 

  

梶
　
正 

治 

１５ １４ 2013年7月 ● 広報丸亀 2013年7月 ● 広報丸亀 

ス
ポ
ー
ツ
を
ま
ち
づ
く
り
に 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。体
育
協
会
の
各
支
部
や
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
じ
め
、
各
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
さ
ん
、
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
は
、

自
分
が
や
れ
ば
体
が

健
康
に
な
り
、
観
戦
す
れ
ば
心
が
元

気
に
な
り
ま
す
。
丸
亀
市
も
、歴
史
・

文
化
・
芸
術
に
ス
ポ
ー
ツ
を
プ
ラ
ス

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

　
さ
て
、「
似
顔
絵
」入
り
の
は
が
き

を
い
た
だ
き
感
謝
感
激
。
似
顔
絵
を

募
集
し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
描
い
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
綾
歌
町
の
史
跡
快
天
山

古
墳
は
、
全
長
約
１
０
０

誡
で
四
国
最
大
級
の
巨
大

古
墳
で
す
。
頂
上
の
「
刳
り
抜
き
式

割
竹
形
石
棺
」
は
日
本
最
古
の
も
の

で
、
副
葬
品
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。 

「梶市長の似顔絵」募集 
　市では、広報丸亀「こんにち
は皆さん」のコーナーで使わせ
ていただく「梶市長の似顔絵」
を募集します。特徴を捉えて自
由に描いてみてください。 
　ユーモア作品大歓迎。 
応募資格：どなたでも 

募集期間：平成25年7月1日から 

大きさ：はがき大～Ａ４サイズ 

掲載開始：平成25年８月号から

　（予定） 

採用決定：秘書広報課内部規定

　により審査決定し、電話など

　で連絡させていただきます。

　採用・不採用いずれの場合も

　作品はお返ししません。 

問い合わせ・送付先：住所・氏名・

　連絡先を記入し、〒763-8501 

　丸亀市大手町2丁目3-1 丸亀

　市役所 秘書広報課（蘂24-88 

　01）へ送付 

大相撲巡業 
　    丸亀場所 

ちびっこ相撲出場者募集 

日時：10月22日貂午前8時開場、午後3時打出し 
場所：市民体育館 
内容：公開稽古、人気力士とちびっ子の稽古、取組など 
料金：3000円～1万4000円 
チケット販売：7月6日貍午前9時より市民会館で先行販売（電話予約の受け付けは不可、午前7時～午後4 
　　　　　　時に市役所の駐車場を無料開放） 
　　　　　　7月7日豸午前9時より生涯学習センター、飯山総合学習センター、アイレックス、市民体育 
　　　　　　館などで販売 
　　　　　　7月21日豸午前10時より一部のコンビニエンスストアで販売 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ：丸亀市福祉事業団 蘂23-1091

似顔絵 
飯野町  垂水 秀行さん 

横綱  白鵬関 横綱  日馬富士関 

く 

梶の種 

知っとん 



N

飯山北小学校 

県道善通寺府中線 
 

●ローソン GS● 
 

山の谷 
交差点 

●喫茶マーメイド 

●給食センター 

●
飯
山
総
合
運
動
公
園 

JA香川県 
坂本撰果場 

県
道
富
熊 

宇
多
津
線 

桃直売所 

飯山北 
コミュニティ 
センター 

飯山市民 
総合センター 

国
道
4
3
8
号 

飯山中学校 

●杢保小児科 

至坂出 至坂出 

至岡田 

コンビニ 
朝日屋● 

 
ピーチ● 
ハウス 
飯山 

●
う
ど
ん
山
の
谷 

至
国
分
寺 

438

至
善
通
寺 

?
問い合わせ/ＪＡ香川県坂本撰果場蘂98-3348、飯山市民総合センター蘂98-7957　　主催/さぬき富士桃の里まつり実行委員会 

当番医は変更することがあります。内容などは、 
「医療ネットさぬき」で確認できます。  QRコード 

発熱など急病のときの対応について、看護師が電話で 
相談に応じます。 
一般：蘂087-812-1055 
小児：蘂＃8000か蘂087-823-1588

午後7時～翌朝8時 
《夜間夜間の救急電話相談救急電話相談》 《夜間の救急電話相談》 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー 
月 7月 7月 7

１０ １６ １７ 

□内 　吉田病院 

□皮 　はら皮フ科 

□眼 　みさき眼科クリニック 

蘂22-8101 
蘂28-1611 
蘂98-7773

●栄養相談 （要予約 蘂24-8806） 

7日豸 

□内まつむら医院 
□外 　田村クリニック 

蘂28-7312 
蘂22-8391

15日豢 

14日豸 

21日豸 

蘂59-1184 

蘂46-2268 

蘂46-1800 

蘂46-2478

森田歯科医院(坂出市） 

武部歯科医院(坂出市） 

宮崎歯科医院(坂出市） 

□内 　辻松外科内科医院 

□内 　おおくぼ内科医院 

□整 　中山病院 

蘂22-6718 
蘂86-6500 
蘂23-0231

14日豸 

□内今田医院 
□耳 　もりした耳鼻咽喉科 

蘂28-7526 
蘂23-3387

21日豸 

麻田総合病院 

□整 　竹川整形外科クリニック 
蘂23-5555 
蘂98-2600

28日豸 

28日豸 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第1・3金曜日 

第2・4金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第1・3金曜日 

第2・4金曜日 

市　役　所 

栗熊コミュニティセンター 

飯山市民総合センター 

市　役　所 

飯山市民総合センター 

栗熊コミュニティセンター 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

健康行事 
母子保健行事 

■問い合わせ・申し込み 

行政相談 
弁護士無料法律相談 

健　康　課 

地域振興課 

蘂24-8806

障がい者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

 
認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

 

 
地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂58-1080 

 
蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂087-866-1121

無料法律相談 
司法書士相談 
介護相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

蘂24-8809

蘆無料税務相談＝毎週月曜（午後1時～3時）・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 

蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  

蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  

蘆不動産無料相談＝第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、（公社）宅建取引業協会 蘂087-823-2300 

蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

■その他の相談 

暮らしの相談 健康行事 

母子保健行事 

休日当番医 

●歩行プール夜間説明日 （前日午前中までに要予約 蘂24-8806） 

●理学療法士による相談 

午後1時半～4時半 
1日豺 ひまわりセンター 

飯山総合保健福祉センター 22日豺 

午前9時半～11時半 3日貉 飯山総合保健福祉センター 

●すこやか体操教室（膝痛） 

午前10時～11時半 2日貂 飯山総合保健福祉センター 

●献血 

●3歳児健康診査 

午後1時半～2時半 
31日貉 

4日貅 
ひまわりセンター 

午前9時半～11時半 
17日貉 市　役　所 

●1歳6か月児健康診査 

3日貉 

11日貅 

18日貅 

25日貅 

午後1時半～2時半 
飯山総合保健福祉センター 

ひまわりセンター 

ひまわりセンター 

●3か月児健康診査 

23日貂 ひまわりセンター 

午前9時半～10時半 26日貊 飯山総合保健福祉センター 

30日貂 ひまわりセンター 

●行政相談 

1日豺 
市　役　所 

午前10時～正午 飯山市民総合センター 

19日貊 栗熊コミュニティセンター 

午後6時～7時 
9日貂 飯山総合保健福祉 

センター 10日貉 

男性 

女性 

●こころの健康相談 （要予約 蘂24-8806） 

午前9時半～11時半 25日貅 ひまわりセンター 

●離乳食講習 

30日貂 飯山総合保健福祉センター 
午前10時～11時半 

31日貉 ひまわりセンター 

●赤ちゃんを迎える教室 

午前9時～11時半 7日豸 飯山総合保健福祉センター 

●弁護士無料法律相談 （要予約 蘂24-8809） 

午前9時～午後0時20分 6日貍 6/24から 

7/8から 

7/22から 

ひまわり 
センター 午後1時20分～午後4時40分 19日貊 

午前9時～午後0時20分 8月3日貍 

●障がい者（児）相談（要予約 蘂24-8805） 

午前9時半～11時半 18日貅 市　役　所 

●定例農家相談 

1日豺 飯山市民総合センター 

午前9時～正午 9日貂 栗熊コミュニティセンター 

10日貉 市　役　所 

●行政書士相談 （予約可 蘂087-866-1121） 

午前9時～正午 18日貅 市　役　所 ●無料法律相談 （要予約 蘂22-5700） 

9日貂 ひまわりセンター 

午前9時～正午 11日貅 飯山総合保健福祉センター 

17日貉 綾歌保健福祉センター 

●司法書士相談 （要予約 蘂22-5700） 

午前9時～正午 23日貂 ひまわりセンター 

●介護相談 （要予約 蘂22-5700） 

午前9時～正午 10日貉 飯山総合保健福祉センター 

●認知症専門相談 （要予約 蘂24-8933） 

午後1時半～4時半 10日貉 ひまわりセンター 

●サポステ出張職業相談 

午後1時～4時半 25日貅 栗熊コミュニティセンター 

●人権相談 

午前10時～午後3時 10日貉 市　役　所 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

7月の市税など 

さぬき若者サポート 
ステーション 

2013年7月 ● 広報丸亀 2013年7月 ● 広報丸亀 

受付開始 

【歯科】 

7日豸 あらきデンタルクリニック 　　　　　　　（坂出市） 

診療時間 午前9時～正午 

午後0時半～4時半 

（納期は7月10日～7月31日） 

固定資産税/2期分 
介護保険料/1期分 

国民健康保険税/1期分 
後期高齢者医療保険料/1期分 

第8回 
午前9時～午後5時 7/20貍 

午前9時～午後3時 7/21豸 坂本撰果場・桃直売所 

飯山北コミュニティセンター 

平成25年度 
丸亀市職員採用試験 

桃を使ったアイデアメニュー 
飯山高校の学生が考案 

ご利用ください。お近くの駐車場！ 

桃の種飛ばし選手権 

桃の早喰い選手権 

「飯南の桃」 
　　試食、販売 

「飯南の桃」試食、販売 

各種バザーなど 

骨
付 

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
も 

や
っ
て
く
る
！ 

香川県 
住みます芸人 
梶 剛が 
１日店長に！ 

職　員　課 
蘂24-8802自己アピール採用試験 

　自己アピール採用試験は、スポーツ・文化芸術・学術

分野などにおいて、大きな実績や成果を収める過程で培

われた挑戦する意欲、精神力やリーダーシップなどを市

政で発揮していただくために新たに設けた試験です。 

■平成25年6月30日に実施する丸亀市職員採用試験と重複して受験することはできません。 
■詳しくは、市役所案内所、綾歌・飯山市民総合センター、ハローワーク丸亀で配布中の試験案内をご覧ください。 
■行政事務（短大卒、高校卒）、土木（短大卒）、保育士・幼稚園教諭の第一次採用試験を9月に、保育士・
　幼稚園教諭（経験者対象）の第一次採用試験を10月に予定しています。詳しくは広報8月号か市ホームペ
　ージでお知らせします。 

※「大きな実績や成果」とは、全国規模の大会、コンクール、発表会などに県を代表して参加し、なおかつ入賞などの好成績を収めたことを示します。 

 

※ 

募集職種 行政事務（大学卒・短大卒・高校卒） 

採用予定人数 2人程度 

第一次試験日 9月22日豸 

受付期間 8月1日貅～14日貉 

2013.July

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 24 25 26 27

28 29

22

30 31



7月 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

　行政相談員 表彰 
　行政相談制度の発展に対する功績
が認められ、次の方々が表彰されま
した。 
　四国行政評価支局長表彰　 
　　西井榮一さん 
　四国行政評価支局長感謝状　 
　　中尾恵子さん 

おめでとうございます 

　農業用軽油の 
　免税申請 
■時7月23日貂、24日貉 
■所市役所南館１階会議室 
■対平成25年8月末で免税証の期 

　限が切れる人 
■他県税事務所からの書類一式、印鑑、
　領収書などを持参 
■問農林水産課 蘂24-8845 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957

2013年7月 ● 広報丸亀 2013年7月 ● 広報丸亀 １８ １９ 

いわさきちひろ展 
－子どもたちへのまなざし－ 

蘂22-5366資料館だより 

※日程が変更になる場合があります ※1＝ＧⅢ江戸川   ※2＝ＧⅢ下関 

29282726252423222120191817161514131211
日 月 火 水 土 金 木 日 土 金 木 水 火 月 水 

30
木 火 祝 日 土 金 水 木 火 月 日 水 火 月 

31
土 金 

10987654321

Ｂカードメンバー大感謝祭 
日本トーター賞 

サッポロビールカップ 
2013

ＧⅠ京極賞 
開設61周年記念競走 

芦
屋 

び
わ
こ 

※
1

※
2

徳山 芦屋 

桐生 住之江 ＳＧオーシャンカップ（若松） 蒲郡 

GⅠ江戸川周年 GⅠ津周年 オール女子（常滑） 

ＧⅢ企業杯（平和島） ＧⅢ企業杯（多摩川） ＧⅢ企業杯 （津） 

ＧⅢ企業杯 
（若松） 

オール女子（宮島） オール女子 
（福岡） 

びわこ 

児島 鳴門 

平和島 尼崎 三国 ＧⅡMB誕生祭（大村） 

丸亀開催 
（ナイター） 
モーニング 
場外発売 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

大竹伸朗展 ニューニュー 

事　故  130件 

死　者  0人 

負傷者  164人 

救 急 出 動  435件 

火災の発生  3件 

 

救急・火災件数（5月） 交通事故（5月） 
人　口 110,566人（－30） 
　男　  53,673人（－13） 
　女　  56,893人（－17） 
世帯数　44,031世帯（＋38） 

市の動き　6月1日現在（前月比） 

http://www.marugame-kyotei.jp/

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

《市民会館》 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

　野菜ソムリエ親子講演会 
■時7月22日豺午前10時～正午 
■所ひまわりセンター3階会議室1 
■対市在住の小学生とその保護者 
■定30組 
■内野菜ソムリエによる旬の野菜や鮮
　度などの話とミニクッキング 
■料無料 
■他エプロン、三角巾持参 
■申7月8日豺～12日貊に健康課 蘂
　24-8806 

　まるがめボートから 
●ペアボート試乗会 
■時①7月21日豸、②8月4日豸午前
　10時～正午 
■所まるがめボートレース場 
■対中学生以上60歳未満の人 
■定各40人（応募者多数の場合抽選） 
■内プロのレーサーと乗艇 
締め切り＝①7月12日貊②7月26日貊 
■申住所・氏名・年齢・電話番号・希
　望日時を記入し、郵送（〒763-0011 
　富士見町4-1-1まるがめボートペ
　アボート係）かホームページ 
■問競艇事業部 蘂23-5141 
●親子ゴムボート大会 
■時7月21日豸午後3時半～5時半 
■所まるがめボートレース場 

■対3歳以上の子どもと保護者 
■他水に濡れてもよい服装で参加 
■申当日午後3時から競技棟入り口で
　整理券配布 
■問（一財）日本モーターボート競走会 
　丸亀支部 蘂24-4560 

　シルバー人材センターから 
●施設管理講習受講者 
■時8月19日豺～30日貊午前10時～
　午後3時 
■所生涯学習センター 
■対55歳以上で働く意欲のある人 
■定20人 
■内防犯、防災、建物設備の仕組みや
　維持管理の基礎知識と技術を習得 
■料無料 
受付期間＝7月1日豺～26日貊 
●樹木剪定・緑地保全講習 
■時9月4日貉～13日貊午前9時～午後
　3時 
■所ふじみ園（飯山町） 
■対55歳以上で働く意欲のある人 
■定20人 
■内樹木の整枝、剪定、施肥、病害虫
　の防除などの講習 
■料無料 
受付期間＝7月16日貂～8月9日貊 
■申同センター 蘂23-6215 

　親子施設見学会に行こう 
■時①8月7日貉、②8月16日貊午前
　10時～午後3時 
コース＝①消防本部→まるがめボー
　トレース場②クリントピア丸亀→
　まるがめボートレース場 
■対市内在住の小学生と保護者 
■定各10組（申込順） 
■料無料 
■他水筒、筆記用具持参 
受付期間＝①7月10日貉～26日貊、

　②7月10日貉～8月5日豺 
■申秘書広報課 蘂24-8801 

　環境課から 
●水辺の教室（川の生きもの調べ） 
■時7月25日貅午前9時～正午（雨天
　時は8月2日貊に順延） 
■所西汐入川、金倉川 
■対小学生（保護者同 
　伴） 
■定20人（申込順） 
■料無料 
■申7月19日貊まで 
　に環境課 蘂24-8836 
●星空探検隊（スターウオッチング） 
■時8月8日貅午後7時半～9時半（雨
　天時は9日貊に順延） 
■所土器川生物公園 
■対小学生（保護者同伴） 
■定30人（申込順） 
■料無料 
■申8月2日貊までに環境課 蘂24-8836 
 
 

　児童館から 
●うさぎとたぬきのカスタネット作り 
■時7月13日貍、14日豸午前10時半
　～11時半（要予約） 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■内紙皿で作るカスタネット作り 
●マジックスクリーン作り 
■時7月27日貍、28日豸午前10時半
　～11時半（要予約） 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■内色が変わる不思議なカード作り 
■申児童館 蘂23-1091

　エコ丸工房から 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時7月14日豸、28日豸（要予約） 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
●エコ丸体験ツアー 
■時7月21日豸午前9時半～11時（20
　日貍は準備のため休館） 
■所クリントピア丸亀 
■対小学生と保護者 
■定小学生100人（各コーナー先着） 
■内スタンプラリーでの各種体験・見
　学、フリーマーケットなど 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　猪熊弦一郎現代美術館から 
●大竹伸朗アーティストトーク 
■時7月20日貍午後6時半 
■所同館2階ミュージアムホール 
■定170人（要予約） 
■内「大竹伸朗展ニューニュー」の開
　催を記念した、本人による講演会 
■料無料（展覧会チケットが必要） 
■他詳しくはホームページ参照 
■問同館 蘂24-7755 

　武田三郎版画展 
■時7月27日貍～8月18日豸午前9時
　～午後5時 
■所生涯学習センター 
■内広報丸亀の表紙 
　を飾った版画作 
　品など 
■料無料 
■問文化協会 蘂24-8822 

　東小川児童センターから 
●楽しく学ぼう！ 安全教室 
■時7月11日貅午前10時半～11時半 

■所同センター 
■対幼児と保護者 
■内水難や不審者などの危険を子ども
　に伝える着ぐるみ劇 
■問同センター 蘂56-8778 
 
 

　インターネット選挙運動 
　次の国政選挙から、インターネッ
トを使った選挙運動ができるように
なります。 
有権者：ウェブサイトなどを利用で
　きますが、電子メールの利用は引
　き続き禁止されています。 
候補者・政党：ウェブサイトや、電
　子メールを利用できます。 

　期日前投票所のお知らせ 
　当日、投票に行けない人は、市役
所、栗熊◯コ、◯飯で期日前投票ができ
ます（どの期日前投票所でも投票で
きます）。 
■問選挙管理委員会事務局 蘂24-8825 

　土器川一斉清掃 
■時7月7日豸 
■所土器川河川敷一帯 
〈受付場所と開始時間〉 
蘆土器川河川敷公園（土器◯コ南側）
　＝午前6時半 
蘆川西町河川敷運動公園＝午前6時半 
蘆飯山町河川敷運動公園＝午前7時 
蘆綾歌町河川敷運動公園＝午前7時 
　15分 
蘆土器川生物公園＝午前7時半 
■問建設課 蘂24-8813

GⅠ京極賞 7/13貍～7/18貅 
ＳGモーターボート記念 8/27貂～9/1豸 

7月28日豸から 
発売開始 

《アイレックス》 

7月27日貍午後7時開演 
出演＝陸上自衛隊第14音楽隊 
●入場料＝無料（要整理券） 

あやうたサマーコンサート 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

7月13日貍から11月4日豕まで開催 
※会期中無休 

大竹伸朗、待望の新作展。MIMOCAの展
示空間を最大限に活かした大型インスタレ
ーションや絵画など、新作・未発表作を中心
に展示します。夏期には高松市美術館との
連携により、丸亀と高松で同時に2つの大
竹伸朗展が開催されます。 

7月27日貍午後6時開演 
出演＝少年少女合唱団、声楽家 
●入場料＝無料（要整理券） 

10月27日豸午後2時開演 
●入場料＝3000円（全席指定席） 

第3回声楽コンサート 
　　　「とどけ うた声！！」 

林家たい平 独演会 
7月28日豸から 
発売開始 

11月9日貍午後2時、午後6時開演 
●入場料＝Ｓ席6500円、A席5000円 
　　　　　Ｂ席3000円（全席指定席） 

島津亜矢コンサート 

7月28日豸から 
発売開始 

11月10日豸午後3時開演 
●入場料＝4000円（全席指定席） 

ベスト・タンゴ  

7月28日豸から 
発売開始 

11月11日豺午後1時半、午後6時開演 
演目＝野崎村、江島生島 
出演者＝坂東三津五郎、尾上菊之助ほか 
●入場料＝7000円ほか（全席指定席） 

松竹大歌舞伎 

日時＝ 
　7月27日貍～ 
　　　9月1日豸 
　午前9時半～ 
　　　午後4時半 
場所＝資料館1階 
　　　展示室 
　  入館無料 
　  月曜休館 

《2階常設展》生駒 山　 京極の歴史と文化展 
貝がらと赤い帽子の少女（1967年） 

せん てい 

しお 

募 集  

催 し  お 知らせ 

日　時 午前9時～正午 午後1時～4時 

土器・垂水･田村･山北 郡家･三条･原田･柞原 

飯野･川西 
金倉･今津･中津･津森･新田･塩屋･ 
その他 

綾歌･飯山地区は各市民総合センターで随時受け付けています。 

※混雑を避けるために日時指定していますが、指定日時に来庁できない人は、他の時間 
　帯でも受け付けます。 

7月23日貂 

7月24日貉 



宮 野宮 野 病 院病 院  
丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171
http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 
蘆グ ル ープ ホ ー ム　あ や うた 
蘆デ イ サ ー ビ ス　く り く ま 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

関連 
施設 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 2013年7月 ● 広報丸亀 2013年7月 ● 広報丸亀 ２０ ２１ 
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救
急
医
療
機
能
保
全
の
た
め
に
、

7
月
か
ら
時
間
外
選
定
療
養
費
（
5 

2
5
0
円
）
を
加
算
し
ま
す
。 

■問
同
病
院
医
事
課
（
蘂
2
3
―
3
1
 

　
1
1
） 

   

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合 

採
用
試
験 

●
行
政
事
務
（
大
学
卒
） 

一
次
試
験
＝
9
月
8
日
豸 

■所
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀 

■対
昭
和
５９
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
・

　
高
等
専
門
学
校
を
除
く
）
を
卒
業

　
し
た
人
（
平
成
２６
年
3
月
ま
で
に

　
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）
か
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人 

受
付
期
間
＝
7
月
２２
日
豺
〜
8
月
２１

　
日
貉
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
郵

　
送
は
特
定
記
録
郵
便
で
8
月
１９
日

　
豺
ま
で
の
消
印
） 

■問
同
組
合
（
蘂
5
8
―
5
4
6
1
）
 

 

自
衛
官
採
用
試
験 

●
自
衛
官
候
補
生 

■時
9
月
中
旬 

■所
善
通
寺
市
内
 

■対
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
人 

締
め
切
り
＝
9
月
6
日
貊 

●
採
用
説
明
会 

■時
7
月
２０
日
貍
以
降
毎
日
実
施
。
午

　
前
１０
時
〜
午
後
5
時 

■問
自
衛
隊
丸 

　
亀
地
域
事 

　
務
所
（
蘂
 

　
2
3
―
6
 

　
4
2
0
） 

   

お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か 

断
酒
会
例
会 

■時
①
7
月
１８
日
貅
午
後
6
時
②
7
月

　
２１
日
豸
午
後
1
時
半
③
7
月
２７
日

　
貍
午
後
2
時 

■所
①
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
②
県
立
丸

　
亀
病
院
③
三
船
病
院
（
柞
原
町
） 

■対
お
酒
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
な
ど 

■問
譖
県
断
酒
会
仲
多
度
支
部
・
古
市

　
さ
ん
（
蘂
8
6
―
3
6
7
5
） 

 
県
立
聾
学
校
か
ら 

●
授
業
体
験
日
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
保

　
護
者
講
演
会
・
相
談
会 

■時
7
月
１３
日
貍
午
前
9
時
〜
午
後
1

　
時（
授
業
体
験
）、
午
前
１０
時
〜
正

　
午（
講
演
会
）、
午
後
1
時
〜
4
時

　（
個
別
相
談
） 

■所
同
校
（
高
松
市
） 

■対
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
お

　
よ
び
保
護
者
、
教
職
員
な
ど 

●
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
会 

■時
7
月
２４
日
貉
午
前
9
時
〜
午
後
2
時 

■所
同
校 

■対
0
歳
児
〜
中
学
生
と
そ
の
保
護
者 

■料
無
料 

■申
同
校
（
蘂
0
8
7
―
8
6
5
―
4 

　
4
9
2
）
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。 

 

く
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー 

■時
毎
週
月
〜
金
曜
・
毎
月
第
3
土
曜

　
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
午

　
後
5
時 

■所
同
セ
ン
タ
ー
（
土
器
町
東
） 

■内
生
活
・
法
律
相
談
、労
働
相
談
な
ど 

■料
無
料 

■問
同
セ
ン
タ
ー（
蘂
2
4
―
2
1
6
6
） 

 

第
１３
回
Ｃ
Ｏ
Ｓ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス 

■時
7
月
１３
日
貍
午
後
6
時
〜
9
時 

■所
市
民
ひ
ろ
ば 

■内
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ

　
ャ
ズ
に
よ
る
演
奏
な
ど 

■問
同
実
行
委
員
長
・
鐘
ヶ
江
さ
ん（
蘂 

　
0
9
0
―
2
8
2
7
―
1
8
1
1
） 

 

善
通
寺
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

■時
①
7
月
１４
日
豸
②
8
月
２４
日
貍
午

　
前
9
時
半
〜
午
後
1
時
半 

■所
同
校
（
善
通
寺
市
仙
遊
町
） 

■対
看
護
に
興
味
の
あ
る
人
や
将
来
看

　
護
師
を
目
指
す
人 

■内
看
護
技
術
体
験
、
公
開
講
座
、
学

　
校
紹
介
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
座
談
会 

■料
無
料 

締
め
切
り
＝
①
7
月
3
日
貉
②
8
月

　
7
日
貉 

■申
同
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会 

■時
7
月
２７
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■内
高
松
平
和
病
院
・
真
鍋
等
副
院
長

　
に
よ
る
講
演
「
リ
ウ
マ
チ
と
骨
粗

　
し
ょ
う
症
」 

■料
無
料 

■他
講
演
終
了
後
、
療
養
相
談
可 

■問
松
田
さ
ん（
蘂
2
2
―
2
5
8
2
） 

 『
ラ
ン
ブ
ル
in 

the
　ジ
ャ
ン
グ
ル
』上
映
会 

■時
①
7
月
6
日
貍
②
7
月
7
日
豸
③

　
8
月
１０
日
貍

3
日
間
と
も
午
前

　
１０
時
半
、
午
後
2
時 

■所
①
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

　
②
飯
山
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
③
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■内
世
直
し
ボ
ク
サ
ー
・
吉
川
英
治
さ
ん

　
の
監
督
作
品
。ダ
ボ
ス
会
議
や
国
連

　
機
関
な
ど
世
界
各
地
で
上
映
予
定
。 

■料
無
料 

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丸
亀
ま
ち
づ
く
り
ネ

　
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
河
田
さ
ん
（
蘂
0

　
9
0
―
8
9
7
9
―
7
8
0
0
） 

 「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
展 

■時
8
月
5
日
豺
〜
9
日
貊 

■所
丸
亀
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー 

■問
原
水
爆
禁
止
丸
亀
市
協
議
会
・
近

　
石
さ
ん
（
蘂
2
4
―
1
8
2
5
） 

 

誰
で
も
楽
し
く
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か 

●
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
 

■時
7
月
１２
日
〜
9
月
２０
日
の
毎
週
金

　
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

●
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室 

■時
7
月
１２
日
〜
9
月
２０
日
の
毎
週
金

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分 

●
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ

　
ッ
ク
教
室 

■時
7
月
１３
日
〜
9
月
２１
日
の
毎
週
土

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分 

■所
飯
山
総
合
運
動
公
園
体
育
館 

■他
参
加
料
必
要
（
各
教
室
全
１０
回
） 

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
公
益
社
団
法
人
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド

は
、
無
償
提
供
の
品
物
を
販
売
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。 

　
同
団
体
が
発
行
す
る
、
セ
カ
ン
ド

ハ
ン
ド
通
信
の
発
送
作
業
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
7
月
２０
日
貍
、
２１
日
豸
午
前
１０
時

　
〜
午
後
6
時
の
う
ち
何
時
間
で
も

　
可 

■所
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
丸
亀
店
（
新
浜

　
町
） 

■対
ど
な
た
で
も 

■内
冊
子
を
折
る
、
封
筒
に
入
れ
る
な

　
ど
の
事
務
作
業 

■申
同
事
務
局
・
渋
谷
さ
ん
（
蘂
0
8

　
7
―
8
6
1
―
9
9
2
8
） 

 

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ 

■時
7
月
２８
日
豸
午
前
9
時
〜
正
午 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
3
階
調
理
実

　
習
室 

■料
1
組
3
0
0
円
（
材
料
費
な
ど
） 

■定
２０
組
（
先
着
順
） 

■申
7
月
２２
日
豺
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
人
か
が
わ
子
育
て
親
育
ち
の
会（
蘂

　
2
3
―
8
7
2
9
） 

 

腕
相
撲
大
会 

■時
7
月
１４
日
豸
午
前
8
時
受
け
付
け
、

　
１０
時
半
開
始 

■所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
土
器
川 

■他
飛
び
入
り
参
加
可
能
、
小
学
生
は

　
無
料
・
当
日
受
け
付
け 

■問
参
加
費
用
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し

　
く
は
、
高
口
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―

　
2
8
2
7
―
3
8
3
9
）ま
た
は
、

　
三
谷
さ
ん
（
蘂
0
8
0
―
6
3
9

　
5
―
1
5
5
7
） 

 

平
成
２５
年
度 

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
睦
大
会 

■時
7
月
２８
日
豸
午
前
9
時 

■所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
土
器
川
体
育
館 

■対
市
在
住
の
人 

■内
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
女
子
４０
歳
以 

　
上
の
部
、
女
子
４０
歳
未
満
の
部
、

　
男
女
混
合
の
部 

■料
1
0
0
0
円 

■申
7
月
２３
日
貂
午
後
7
時
半
ま
で
に

　
市
民
体
育
館
内
親
睦
大
会
（
蘂
2

　
8
―
7
9
2
0
）
へ
。 

 

第
３１
回
ち
び
っ
こ
冒
険
学
校 

■時
7
月
２７
日
貍
〜
２８
日
豸
（
1
泊
2

　
日
） 

■所
浦
山
川
（
愛
媛
県
土
居
町
） 

■対
小
学
3
年
生
以
上
中
学
2
年
生
以

　
下
の
子
ど
も 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
6
0
0
0
円
（
食
費
、
交
通
費
、

　
保
険
料
を
含
む
） 

《
説
明
会
》 

■時
7
月
１９
日
貊
午
後
7
時
半 

■所
善
通
寺
市
民
会
館 

■他
料
金
は
説
明
会
の
際
、
集
金 

■問
同
実
行
委
員
会
・
善
通
寺
山
の
会

　
佐
藤
さ
ん（
蘂
2
2
―
0
0
3
6
） 

 

樹
木
医
に
学
ぶ
緑
の
勉
強
会 

■時
7
月
２８
日
豸
午
前
9
時
半
〜
正
午 

■所
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所 

　
（
坂
出
市
番
の
州
公
園
） 

■対
小
学
5
年
生
以
上
と
保
護
者 

■定
２０
人
（
先
着
順
） 

■内
同
公
園
の
樹
木
の
観
察
と
樹
木
医
・

　
末
澤
さ
ん
に
よ
る
樹
木
の
説
明 

■料
5
0
0
円 

受
付
開
始
＝
7
月
7
日
豸 

■問
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

　
同
事
務
所（
蘂
4
5
―
6
8
2
0
） 

 

絵
手
紙
始
め
ま
せ
ん
か 

　
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
指

導
で
絵
手
紙
を
始
め
ま
せ
ん
か
。 

■時
火
曜
（
月
2
回
）
午
前
１０
時
〜
正

　
午 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階｢

ゆ
め｣ 

■料
1
4
0
0
円
（
月
額
） 

■申
西
岡
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
6
8
8
 

　
9
―
1
1
3
7
） 

 

か
が
わ
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ 

コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
3 

■時
9
月
1
日
豸
〜
１２
月
３１
日
貂
 

■対
運
転
免
許
証
を
持
つ
県
内
在
住
ま

　
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
人 

■内
ド
ラ
イ
バ
ー
5
人
で
１
チ
ー
ム
を

　
編
成
し
、
9
月
〜
１２
月
の
4
か
月

　
間
、
チ
ー
ム
全
員
が
無
事
故
無
違

　
反
を
目
指
す
。
抽
選
で
旅
行
券
な

　
ど
を
贈
呈 

■料
1
チ
ー
ム
5
0
0
0
円 

募
集
期
間
＝
7
月
1
日
豺
〜
8
月
３１

　
日
貍
（
当
日
消
印
有
効
） 

■問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
 

　
9
3
5
5
）ま
た 

　
は
県
く
ら
し
安 

　
全
安
心
課
（
蘂 

　
0
8
7
―
8
3 

　
2
―
3
2
3
1
） 

せ
き 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500 太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 

5日間コース 

 

4日間コース 

①7/22（月）～7/26（金） 

②8/19（月）～8/23（金） 

①7/30（火）～8/  2（金） 

②8/  6（火）～8/  9（金） 

初めての顔つけ 
初めての25ｍに 
チャレンジ！！ 

初めての顔つけ 
初めての25ｍに 
チャレンジ！！ 

5日間コース 
 
 
3日間コース 
 

①7/22（月）～7/26（金） 
②7/29（月）～8/  2（金） 
③8/19（月）～8/23（金） 
①7/21（日）～7/23（火） 
②7/24（水）～7/26（金） 
③8/  4（日）～8/  6（火） 
④8/18（日）～8/20（火） 
⑤8/21（水）～8/23（金） 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ  

県
立
高
等
技
術
学
校 

丸
亀
校
か
ら 

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
（
初
級
） 

■時
7
月
１６
日
〜
３０
日
の
火
曜
と
木
曜

　
の
5
日
間
・
午
後
１
時
半
〜
4
時

　
半 

■所
同
校 

■対
在
職
者 

■定
１０
人 

■内
網
戸
・
障
子
戸
・
ふ
す
ま
戸
の
リ

　
フ
ォ
ー
ム
技
法
を
基
礎
か
ら
習
得 

■料
4
0
0
0
円 

■申
7
月
2
日
貂
ま
で
に
、
同
校
（
蘂

　
2
2
―
2
6
3
3
） 

●
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
表
計
算
入
門
） 

■時
7
月
２９
日
豺
〜
8
月
1
日
貅
午
後

　
6
時
〜
9
時 

■所
同
校 

■対
在
職
者 

■定
１５
人 

■内
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
や
エ
ク
セ
ル
の
基

　
本
操
作
、
グ
ラ
フ
の
作
成
な
ど 

■料
5
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

■申
7
月
２２
日
豺
ま
で
に
、
同
校
（
蘂

　
2
2
―
2
6
3
3
） 

 

ア
イ
レ
ッ
ク
ス
か
ら 

●
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ 

■時
9
月
２１
日
貍
午
後
5
時
〜
8
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■対
３０
歳
〜
４５
歳
の
独
身
の
男
女 

■定
各
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
0
円（
男
性
）、
2
0
0
0
 

　
円（
女
性
） 

■申
7
月
１３
日
貍
か
ら
ア
イ
レ
ッ
ク
ス

　
（
蘂
8
6
―
6
8
0
0
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
パ
ソ
コ
ン
教
室 

■時
7
月
か
ら
の
講
座
 

■所
同
館 

■定
各
講
座
２０
人
（
申
込
順
） 

■内
パ
ソ
コ
ン
入
門
、
エ
ク
セ
ル
、
ワ

　
ー
ド
な
ど 

■申
同
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室 

■時
6
月
２７
日
〜
8
月
8
日
ま
で
の
毎

　
週
木
曜
午
前
１０
時
半
〜
１１
時
半（
全

　
7
回
） 

■所
同
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円
（
受
講
料
と
し
て
） 

■申
同
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

満
濃
池
森
林
公
園 

夏
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム 

■時
7
月
１４
日
豸
午
前
9
時
〜
正
午 

■所
同
園
森
林
の
館
（
ま
ん
の
う
町
） 

■内
同
公
園
内
の
探
索
や
ゲ
ー
ム 

■料
無
料 

■他
１２
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
汚
れ

　
て
も
良
い
服
装
で
参
加 

■問
同
公
園
管
理
事
務
所
（
蘂
7
8
―

　
3
3
6
4
） 

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

第
2
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

■時
7
月
２１
日
豸
午
後
1
時
〜
4
時 

■所
同
校 

■対
入
学
希
望
者
お
よ
び
保
護
者 

■内
入
試
説
明
、施
設
見
学
、体
験
学
習 

■料
無
料 

■問
同
校
学
務
課（
蘂
2
4
―
6
2
5
5
） 

 

香
川
短
期
大
学 

小
学
生
夏
休
み
教
室 

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ
う 

■時
7
月
２７
日
貍
午
前
9
時
半
〜
１１
時
半 

■所
宇
多
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調

　
理
実
習
室 

■定
２０
組 

■料
7
0
0
円
（
材
料
費
と
し
て
） 

■他
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
の
り
、
も
の

　
さ
し
、
１
誚
の
牛
乳
パ
ッ
ク
持
参 

●
本
革
で
小
物
を
作
ろ
う 

■時
8
月
1
日
貅
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
0
時
半 

■所
同
校
本
館
5
階 

■定
１５
組 

■料
7
0
0
円
（
材
料
費
と
し
て
） 

■他
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
持
参 

締
め
切
り
＝
7
月
１７
日
貉 

■申
同
校
（
蘂
4
9
―
5
5
0
0
） 

 

市
民
福
祉
講
座
成
年
後
見
制
度
と 

老
後
の
準
備（
相
続
・
遺
言
） 

■時
7
月
１６
日
貂
、
２６
日
貊
、
３０
日
貂 

　
午
前
１０
時
〜
正
午
（
全
3
回
） 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■定
1
0
0
人 

■内
大
塚
昭
男
司
法
書
士
に
よ
る
講
座 

■料
無
料 

■申
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

　
（
蘂
2
2
―
5
7
0
0
） 

 

婆
娑
羅
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
隊 

　
同
ま
つ
り
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
て 

く
れ
る
元
気
な
人
を
募
集
し
ま
す
。 

■対
１８
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
） 

■内
メ
デ
ィ
ア
出
演
、
イ
ベ
ン
ト
告
知 

■問
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
同
ま

　
つ
り
準
備
室
（
蘂
2
2
―
6
3
0
 

　
0
・
平
日
午
後
の
み
）
、
ま
た
は

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
. 

　m
arug

am
e-yeg

.jp/basara/

） 

 

第
１３
回
ミ
ニ
う
ち
わ
作
り 

■時
7
月
１８
日
貅
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
１０
人 

■内
か
わ
い
い
う
さ
ぎ
の
う
ち
わ 

■料
5
0
0
円 

■申
小
阪
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
9
7
7
 

　
9
―
6
7
2
9
） 

 
一
緒
に
合
気
道
を
し
ま
せ
ん
か 

■時
毎
週
水
曜
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■問
堀
家
さ
ん（
蘂
2
4
―
5
7
7
0
） 
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●丸亀城内観光案内
所で販売中の「じゅ
うじゅうポロシャ

ツ」！ 夏におすすめです♪（くぅちゃん）
●広報丸亀100号を迎えました。担当
してはや5年。記念の月に関われてうれ
しい☆（凛）●5月場所で十両優勝した
琴勇輝関（垂水小出身）が市役所を訪問。
7月場所での活躍に期待大（もり）●「塩
飽を歩く」完に感謝。フルカラー増で意
気高し。市長似顔絵募集開始（中年明） 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

 
●おはなし会 
飯山＝7月13日貍午後2時 
綾歌＝7月27日貍午前10時半 
中央＝7月27日貍午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝7月28日豸午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●暑さよ～宇宙までとんでいけ！ 
（宇宙のつるしかざりの風鈴）
日時＝7月13日貍午後1時半 
場所＝中央図書館 

対象＝幼児・小学生 
定員＝20人 
●図書館夏寄席 
　「落語を楽しもう」 
日時＝7月21日豸午後1時半 
場所＝中央図書館 
講師＝白鷺亭楽笑さん 
●読書講演会「母、いわさき 
ちひろと絵本の世界」 
日時＝8月4日豸  
　　　午後1時半～3時 
場所＝猪熊弦一郎現代美術館 
定員＝170人（要整理券） 
 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　8日、15日、22日、29日、31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　1日、8日、15日、22日、31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1日、15日、29日、31日 

『ビジネスの武器として使える  　 
中国古典の名言至言ベスト100』 

『絵が描ける脳をつくる』 

竹内良雄・著（集英社） 

7月の休館日 

7月の行事 

　仕事の決断、人生の選択、逆
境からの脱出……。その時、活
路を開く名言至言を、論語、孫
子、史記、戦国策といった中国
古典から選りすぐって紹介。 
 

ほんまわか・絵（文研出版） 

　長生きするかめは、時間があ
るのでいつもゆっくり、じっく
り。そこに時間のないほかの動
物から、あれやこれやと頼みご
とをされて……。関西弁の漫才のようでいっ
ぱい笑えて、ちょっと考えさせられる絵本。 

吉田エリ・著（河出書房新社） 

　はじめて絵を描く人に向けて、
描くための基本のテクニック、
絵を描くときに大切な状態を
つくり出す目の使い方、意識
の働かせ方などを解説。 

『かめまんねん』 

近隣の公立図書館がもっと便利に！！ 
　瀬戸内中讃定住自立圏域内の図書館で借り
た本や雑誌を丸亀市の図書館に返却できるサ
ービスが、7月から始まります。また、圏域
内の図書館では丸亀市立図書館の利用カード
を利用できます。簡単な手続きをするだけで
利用できるので、ぜひご利用ください。 

～利用できる圏域内公立図書館など～ 
善通寺市立図書館、琴平町榎井公民館、多度津町立明徳会図書館、
まんのう町立図書館 

　家庭での子どもの読書活動の推進を図るた
め、昨年に引き続き、セカンドブック事業を
実施します。対象の皆さんにはがきを送付し
ますので、図書館へお持ちください。20種
類の絵本の中からお気に入りの1冊を見つけ
てください。 

対 象 者＝市内在住で平成19年4月2日～平成20年4月1日生ま
　　　　　れの子ども 
配布場所＝中央図書館、綾歌図書館、飯山図書館 
※品切れなどでご希望の絵本をお渡しできない場合がありますので、
　ご了承ください。 

今年もやります！ セカンドブック事業 

問い合わせ：中央図書館 蘂22-3746



　　　都市計画課（　24-8843）
　７月７日の土器川一斉清掃にあわせて、
環境イベントを開催します。
日時：７月７日㈰午前７時半～10時半
　　　（受け付けは午前７時から）
場所：同公園芝生広場
　　　（雨天時：市水防センター）
内容：七夕飾り作り、動植物とのふれあいなど
料金：無料

《昨年度 改修実施場所》
  平山児童公園、富士見児童公園、安達児童公園、
  東新開児童公園、鴻ノ池公園、外濠緑道公園

《今年度 改修予定場所》
  城東児童遊園、富士見坂第一～第四公園、塩屋町緑地、蓮池公園など
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都市計画課
　24-8843

　市が管理している公園の老朽化した遊具などを改修しています。
　子どもからお年寄りまで親しまれ、安全で安心して利用できる公
園になるように、市民の皆さんや地元の皆さんからのご意見・ご要
望を募集しています。お気軽にお寄せください。

市ホームページ・公園のページもリニューアル！！
公園の名前や場所、目的から探せるようになり、見やすくなり
ました。お気に入りの公園を見つけて遊びに行きませんか？

市ホームページ・公園ページはこちら

http://www.city.marugame.lg.jp/institution/park/index.html

鴻ノ池公園（綾歌町） 東新開児童公園（土器町） 外濠緑道公園（十番丁）

こう の いけ そと

はす


